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アントロポゾフイ}看護とコーチングでの

気質タイプ分類の比較研究
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Comparative study for classification of disposition type on Anthroposophy 

Nursing and Coaching 
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抄録

人を理解しコミュニケーションを大事にしようとする姿勢は，看護の分野でも現在の社会一般で

も重要視されている。その際相手を理解し. I当分を理解するための方法のーっとして気質タイプ分

類が存在する。今回，アントロポゾフイー看護で用いられる四つの気質タイプ分類と，コーチング

の中でも医療・看護分野に頻繁に用いられるIJ.LIつの気質タイプ分類を中心に比較し気質タイプ分

類の看護への応用について検討する。

Abstract Attitude for understanding men and taking good care of communication is to be 

taken seriously in a field of nursing and present general society. That time. classification of 

disposition type is one method of understanding methods for th巴 otherparty and oneself. In 

this study. it is done mainly that four classifications of disposition types using Anthroposophy 

Nursing is compared with four classifications of disposition types using in coaching for medical 

and nursing fields. And further. the application of classification of disposition type for nursing is 

studied. 

Key word:アントロポゾフィー看護 (AnthroposophyNursing). コーチング (Coaching).気質

タイプ分類 (Classificationof disposition type) 

1 .はじめに

人を理解しコミュニケーションを大事にしよ

うとする姿勢は，看護の分野でも現在社会一般

*1共立女子短期大学

でも重要視されている。その|際相手を理解し

自分を理解・するための方法のーっとして気質タ

イプ分類が存在する。
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イプ分類の中で，アントロポゾフィー看護で用

いられる気質タイプ分類とコーチングに用いら

れる気質タイプ分類とを比較研究する。

アントロポゾフイー看護は， 20世紀初めルド

ルフ・シュタイナ一博士によって始められたア

ントロポゾフイー(人智学)という人間観・世

界観を基盤として.イタ・ヴェーグマン医師の

協力の下に創始されたアントロポゾフィー医学

の考え方を基盤とした看護である。アントロポ

ゾフィー医学は，人間の自然治癒力を高め.健

康と病気への認識を深め.現代医学と対立せず.

自然科学的な医学よりさらに幅広い医療を展開

しようとするものである。

シュタイナーというと日本では現在もっとも

知られているのは， ["シユタイナー教育Jとい

われる教育法である。シュタイナーの世界観は

教育の分野だけでなく.医学・薬学・看護・農

業・経済など幅広い分野にわたっている。その

中で.四つの気質タイプ分類法は.アントロポ

ゾフィー医療・シュタイナー教育において人間

を理解するための基本的な考え方とされている。

コーチングはピジネス領域を中心に，目標達

成やマネッジメントのための一手法として活用

され.数年前より日本の医療でもコミュニケー

ション・スキルとして導入され始めている。そ

こでも気質タイプ分類は重視されている。

2.研究の方法と目的

いろいろな気質タイプ分類の方法があり，心

理学的タイプとしては，ユングや Kretschmer

の気質タイプ分類方法もある。しかしその方法

は，現在看護の分野で用いられることは少ない。

アントロポゾフィー看護において四つの気質

タイプ分類法は重視されているが，まだ日本で

はその考え方はあまり知られていない。

コーチングは日本の医療において，忠、者さん

や看護師同士，医療者同士のよりよいコミュニ

ケーション方法として用いられており.その中

で気質タイプ分類法は重視されている。しかし

コーチングの気質タイプ分類法の中にも多種類

あり，各コーチやコーチングを行う場によって

変わることがある。

ここでは.アントロポゾフイー看護で用いら

れる四つの気質タイプ分類と，コーチングの中

でも医療・看護分野に頻繁に用いられる四つの

気質タイプ分類を中心に比較する。両者の四つ

の気質タイプの名称、は異なる。そこで.両者の

気質タイプ分類を比較検討し気質タイプ分類

の看護への応用について検討する。

3.気質タイプ分類の特徴

(1) コーチングにおける気質タイプ分類の特徴

コーチングはビジネス領域を中心に，目標達

成やマネッジメントのための一手法として活用

されている。コーチングとは人の自主性に着目

したコミュニケーション・スキルであり.一方

的に答えを押しつけるのではなく，会話を通じ

て相手の問題解決能力を引き出し，自発的な行

動を促すのが特徴といわれている。「人はそれ

ぞれ違う」ことを前提に「タイプ分け」の考え

方を取り入れ，各気質タイプに応じたコミュニ

ケーションアプローチの実践のために，具体的

な方法を提供している。その方法は各コーチや

用いる場によって独自性があり，具体的な方法

については統ーされていなし、

その手法は.医療関係でも用いられるように

なり，そこで気質タイプ分類も使用するが.同

じ医療関係でも統ーされているとは言い難い。

ここでは，主に看護に関係する文献から述べる。

佐藤 (2009)1)は，医療現場に生かすための

コーチングスキルの中の気質タイプ分類の指

標に， ["物事の捉え方や関わり方の傾向」を用

いる。「自己主張」と「感情表出」の二つの紬

を基にして四つに分類した。「主導タイプJ["行

動タイプJ["慎重タイプJ["安定タイプJであ

る(図 1参照)。コーチングで用いられている

四つのタイプは， CSI (Communication Style 

Inventory)と呼ばれる手法による分類で，自

分やコミュニケーションをとる相手がどのタイ

プに当てはまるかをテストや観察により分ける。
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ただしその観察法については詳細には記され として分ける。 これらを「コン トロ ー ラー」

ていない。 Iプ ロモーターJIアナライザ ー JIサボータ

柳樽 (2008)2)は.保健指導に用いるコ ー チ ー 」と私する。 凹つのタ イ プ の 特 徴 を 行 動 の 傾

ングの中の気質タイプ分頒として行動パタ一 向 ，自己表現の特徴，強み， 弱み， 動機づけと

ンを 中心 にしたコミュニケー ション・スタイル いう項目で示している(表 1参照)。

主導阜タイプー

自己主.~い

A 
- 勺行動タイプ

自分の患 い通 りに 物 事 を ー- ! 好奇心旺盛で

感進めたがる じ i エネルギツシュ じ 感
情 ・

-'， t筒事担 "，^.~ ，--".-一 : 
宅 骨網開同開・幽帽圃・・"輔・"・・"・"・ m 綱同・網"・・・・十・・・・ H ・・・・・・・・・・"・・・輔剛・耐欄・・附・・・+言1.伶 .

拝 。鵬 タイプ 討 j G安定 タイプ ;¥， ~~~ t ま
い 多く の情 報を集めてから 一一 ・ 人間関係を大事にし

行動する ひο : 怖を重ん じる

守
自己主彊弱 い

1~ll コー チングで用いられる四つのタイプ分け

表 1. [コーチン グ] 四つのタイプの特徴 行動の傾向 ・自己表現の特徴 ・強み・弱み ・動機づけ

コントローコー プ ロモー ター アナフイザー サオてーター

行動的でエネル アイデアが豊富 宮十画的でf真重 人に援助をするこ

語習

ヰfッシュ 宇土;.<:e勺 客観的で冷静 とを好む

スピー ドが速い 言舌好きで楽しい人 真 面白で頑固 t筋E周f主主がi葛し、

率直で 単刀直入 変化を好む 納得すると粘り強 人の感情に敏感

く続ける 人間関係を監視

完全主義者

ス トレート芯物言 表情が豊か 論理的な話し方 受容的泡:態度と密

し、 身振り 手振りが モノトー ンな表 情 葉

「ーすべきJf-の 多い と話し方 ゆったり と した口

はす」という言 葉 早口でおしゃべり 雷葉をi翠び悦箆 に Z周
が多し、 好き 言舌す 韮葺慮深い

裳々とした表 情 や 「すごい !J fう メモ上手 メモ魔 f- し ていいつJ
態度 そ IJ 主主ど感嘆符 感情表現は不得意 と同意を求める

威圧的な印重量 が多い ク ル 主主印象 やさしく穏やか

オーブン忽印象

目標への集中力 人かう皇子力、才1る 冷静な判断力 安心感を与える

確聞たる信念 臨機応変で柔軟 論理的ー数理的な 気配り

強み
リスクを恐れえ互い 楽しく前向き 思考 人間関係づくり

強 い I_) ダー シ ッ 創造力盤か 忍 耐 プコ 持久力 相手の感情抱鑓

プ 堅実で確実 悶き上手

結果を出す 精度を高める

独 断 と偏見をもち しゃべりすぎて人 頭でっかちになる 優柔不断

吋う宝rし、 の 苦舌を聞かなし、 とっつき に くい 人の目を気 にする

反1GB三白勺 地道なことが苦手 決 断や行動がi虚し、 妥 協しすぎる

I 弱み
せっかちで待て忽 ー飽きっぽい 頑固で融通が利か 自己主張できない
し、 思いつきで行動 ない

相手の気持ち!こ鈍

感

結論を急ぎ9ぎる

動舞τU コ

権限 楽しさ ー情報の提供 周りわ、らの承認

ー率直 e 菊干ししリ葉拶立 十分な日寺問 守安心できる人間関

競争 自由 1人の日寺問 イ系
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それぞれの気質の名称、は異なるものの，分類

内容は基本的には佐藤 (2009) と柳浮 (2008)

との気質タイプ分類は似ている。「主導タイ

プ」は「コントローラーj.I行動タイプ」は

「プロモーターj. I慎重タイプ」は「アナライ

ザーj. I安定タイプ」は「サボーター」という

名称に置き換えられる。

(2) アントロポゾフィー看護での気質タイプ分

類の特徴

アントロポゾフイー看護において気質タイプ

分類は，胆汁質，多血質.憂うつ質.粘液質と

いう名称を用いて四つに分類している。それら

の全体的特徴については，コーチングでの，四

つの気質タイプの特徴に非常に似ている(表2

参照)。

その特徴はコーチングでのコントローラー

(主導タイプ)は胆汁質，プロモーター(行動

タイプ)は多血質.アナライザー(慎重タイ

プ)は憂うつ質，サポーター(安定タイプ)は

粘液質と類似している。

アントロポゾフイーでは気質タイプ分類は.

観察によって見分けることを重視する。アント

ロポゾフィー看護での観察方法はアントロポゾ

フイー独自の観察法で. Iゲーテ=シュタイナ

ー的観察法j. または「現象学的観方」といわ

れている。「考えるように観る，そして，観る

ように考える」ことにある。傍観者的にみるの

ではなく，注意深く. I共感的」にみる。早急

な判断を控え，映像的に物事をとらえることを

重視する。客観的な科学的思考と.共感的感情

が重要な役割を果たす芸術的行為を統合したも

のだともいえる。人111]には植物と共通する生命

形成力があり，それに意識・注意を向け，気づ

いていくことによって人間の中の植物的なもの

表 2. [アントロポゾフィー看護]四つの気質タイプの全体的特徴

胆汁質 多血質 憂うつ質 粘液質

正義感が強く、好きkIft ユーモアがあって、明 考えることが好きで、物 いつも穏やかで、もの静
し、が激しい。 るく、いつもほがらか 事の深い意味を知りた か、激することがない。

意志を強く、自己主張 な雰囲気。 いと思っている。 のんびりしていて、マイ

がはっきりしている。 飛び跳ねるように歩 集中力にたけ、根気強 ベース。

自分の能力が認めら く。 く、献身的に物事に没頭 待つことが得意。

れると、行動力集中力 まわりに対して常に することができる。 1人でいるのが好き。

を発陣し、難しい課題 開放的。 思い込むとなヵ、なか考 友達を作りにくいが、で

を与えると奮起して 好奇心が強く、何にで え方を変えることがで き友達には忠実。

全 クリアする。 も関心を持つ。 きないことがある。 1の事を始めると、最後

体
失敗を恐れず、失敗し 人間が大好きで、えり 自分に深い関心を持つ までずっと続ける。

ても余百十に燃える。 好みしない。誰でも好 ているので、人とたやす 人から言われたことは正
的 「攻撃」は「試練」だ きになり、百佐泊、らも女子 く関わることができな 確に行う。

特 と思い込んでいる。 かれる。 いところがある。 何ヵ、に取り組むH寺に、始

徴 決断力・行動力がある じっとしていること 何事に対しても冷静で めるのに時間がヵ、ヵ、る。

ので、集団の中ではリ が苦手。 慎重であるが、できる 食べること、寝ること、

ーダーシップを発事II 持続力、忍1M力、根気 と、確信し、一度心を決 休むことが好き。

する。 が少ない。 めると、段後まで頑張 繰り返し同じことをして

内而に大きなエネル る。 飽きない。

ギーを持っていて 想像力が豊均、で独創的。 いつまでも同じ態でいた

意思が通らないとし 整理整頓が好きで、凡帳 がる。激しく変化するこ

ばしば、激しく反応 市。不幸な人を見ると、 とが苦手。

し、些細なことで周聞 同情心が強くなる。

と衝突を起こすこと

もある。
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を活性化させていく。それは行おうという意志

があり，訓練を重ねていけば，誰にでもできる

ようになるといわれている。

アントロポゾフィーで区別することを特徴づ

けている項目の中には，思考・感情・意志とい

う項目がある。これらを意識して区別していく

ことは，全体のバランスの発展のために重要で

あると考えられている(表3参照)。

4.気質タイプ分類の成り立ち

(1 ) コーチングでの気質タイプ分類の成り立ち

もともと「コーチ」は16世紀には「馬車jと

いう意味で使われていた。その後「コーチ」は

「臼的地まで馬車で送り届ける」という意味の

動詞として使われるようになった。更に1840年

代に「受験指導の為の個人教師」という意味で

使われ始めた。 1950年代に入ってから. Iコー

表 3. [アントロポゾフイー看護]気質成立jllH 外見・思考・感情・意志での特徴

憂うつ質 粘液質 多血質 胆汁質

外
-痩せているが、骨格は -肉付きがよく、 1111色が -均整のとれた体格。 1111 -筋肉質のがっしりした

しっかりしている。顔色 よい。下に向由、って丸 色がよく、!j)Lがきれい。 体絡。

見 はあまり良くないことが みをおびた涙型の体弘 -踊るようにつまさき立 -動作は激しく、てきぱ

多い。前かがみで、とぽ . f，5.やかで、動きの少な って歩く。態度や言葉つ きしている。どしんどし

とぼした歩き方をし、切J い表情。ゆっくり、のん かいが生き生きとして んと躍で地面を蹴飛ば
動 作も話し方もゆっくりで びりした歩き方で、話す 明るい。眼差しは活発で すような歩き方をする。

作
i慎重。 テンポ、動作もゆっく よく動く。

り。

-探究心が強い。 -冷絡で 1つの事を長く -他人の考えをすぐに理 -把握力に優れていて、

-物事を注意深く、吟l床 持続して考えることが 解することができる。 物事をすばやく理解し、

，恩
してから受け取る。 できる。 -思いつきや怨像力が豊 l明日京な概念づけを行う

-独創性に徹しており、 -すぐに判断するのでは かであるが、徹底的に突 ことを好む。

考 想像力豊かであるが、そ なく、慎重に判断をす きつめる態度には不|向 -要するにこうなんだと

の一方、悶定観念にとら る。 き。すぐに判断を Fす いう結論を出したがる。

われて杓子定規になる が、熟慮されたものでは

傾向がある。 ない。

-外の世界に対して客観 -常に淡々として、怒り -世のlドのあらゆること

的であり、一見無関心の を爆発させることもな に関心を持ち、社交的。 怒りやすい。

ように見えるが、その内 く、感情が昂ったり、落 感情が刺激されやすく -決断力に富んでおり、

部に深い世界を担って ち込んだりすることが 快や不快、喜びゃ悲しみ 他人に対して、影響力を

感
いる。外的反応、は不活発 あまりない。何事があっ に敏感で5、活発な感情生 行使しやすい。いいカ、げ

だが、内的受容力が強 ても慌てず、滞ち着いて 活を '~;・んでいる。特に楽 んなことに我慢できな
情 く、感じやすく、傷つき いる。 しい事が大好きで、心配 い。非常に誠実・正直。

やすい。失望しやすく、 -好き嫌いをあまり表に 事は好きではない。美的

不満を持つ事が多くな 現さない。 感覚がとても豊か。

りやすいので苦悩に陥 -同t;'，'心があり、奉仕す

りやすい。 ることが女子き。

-持続力があるが、生活 -いつもは柔軟だが、決 -いろいろなことに興味 -他人に対して権力的な

態度においては単調。 意すると頑なに押し通 をもつが、持続力に欠け 態度で臨みやすく、厳し

意 -目標を持ち、それに向 す傾向にある。繰り返し ていて中途で投げ出し い評価を他人に対して|

志
かつて努力する。 を苦にせず、 1つのこと がち。 下しやすい。

に粘り強く取り車11む持

続力がある。
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チJという言葉はビジネス界や運動選手の育成

にも使われるようになった。 1980年代にコーチ

ングは一般にも広まりだした。日本では核家族

化・少子化の進展と共に，個人の経験や価値観

は更に多様化し，その結果コミュニケーション

の障害が起こりやすい状況に陥った。ピジネス

界だけでなく，日常生活のあらゆる場面で，双

方向型アプローチであるコーチングによって相

E理解を深めようといろいろな場面に取り入れ

られるようになった。

個人の自発的行動を促し.より高い目標達成

に導く為にコーチを依頼するという動きが，欧

米から日本に流れてきた。いろいろな分野のい

ろいろな世-界観の人たちがコーチングを行い.

その方法は.各コーチやコーチを受ける側によ

っても変化してきた。したがって，そこで使わ

れる気質タイプ分類も各コーチによって変化す

ることとなった。

コーチによって基準とする気質タイプ分類が

変わることもあるため， どこを基準としてコー

チングでの気質タイプを捉えるべきか迷うこと

もある。

先にとりあげたコーチングにおける四つの気

質タイプ分類の原型については明言されていな

いが，類型論の手法の典型的な例であるといわ

れているヒポクラテスとガレノスの四大体液説

による囲気質分類(多血質・粘液質・胆汁質・

黒胆汁質)と類似している。

(2) アントロポゾフィー看護での気質タイプ分

類の成り立ち

アントロポゾフイー看護の世界観は100年近

く経っても変わることはなく，その視点からの

気質タイプ分類法も変化していなし、。その成り

立ちは，ヒポクラテスとガレノスの四大体液説

による囲気質分類(多血質・粘液質・胆汁質・

黒胆汁質)類型論の手法にあるということは明

らかにされている。

古代ギリシャの医師エンペドクレスは万物の

構成要素として元素の概念である「四大元素

説」を唱えた。その影響を受けた.ヒポクラテ

ス(紀元前460-)は四元素説と気質を結びつ

けて考え，人間の魂も地・水・火・風の四つの

要素によって成り立っていると捉えた。さらに，

人間の身体の構成要素として四種類の体液を挙

げ.この液体のバランスによって健康状態な

どが決まるとする。人間は血液，粘液，黄胆汁.

黒胆汁からできていると述べ.体液は人間の気

質にも影響を与えるといい，血液が多い人は楽

天的.粘液が多い人は鈍重，黒胆汁が多い人は

憂うつ(メランコリーの語源は黒胆汁である)，

黄胆汁が多い人は気むずかしい気質を持つとし

ている。ヒポクラテスは気質のことをテンパラ

メント(temperament)と名付けた。

テンパラメントは「混合」という意味である。

四つの液体がそれぞれ混じりあってうまれたも

のという意味で.四種類の液体は体内を巡りな

がら混じりあい，その過程でその人の気質が作

られるという考え方である。 2世紀，ローマ時

代，哲学者・医師ガレノスという人が，ヒポク

ラテスの四体液説，古代の四大元素による定義

付けをもとに，気質についての考え方をヨーロ

ッパ中に広めていった。憂うつ質は魂における

地，個体の状態.粘液質は魂における水，液体

の状態.胆汁質は魂における火，熱の状態.多

血質は魂における風，気体の状態だと考えた。

アントロポゾフイーでの四つの気質の考え方

はヒポクラテスの気質の考え方を基本としてシ

ュタイナーが発展させ.成り立たせた。気質は

遺伝とそれぞれの人がこの世にたずさえてきた

ものの流れが交じり合うことによって生まれる。

人間として生まれるとき.人は「地水火風」に

例えられる四つの構成要素をもった存在として

生まれてくる。地は物質体，水は生命をつかさ

どる生命体，風は思いの部分である感覚体，そ

して火はスピリチュアルな世界のなかでも消え

ることのない人間の核の部分である自我の要素

である。遺伝とこの世界にたずさえてきた流れ

が交じり合うということは，この四つの要素が

交じり合うということである。そして，その結

果として，一人ひとりの気質ができあがる。こ
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の交じり合いのなかで，四つの要素のうち，あ

る要素が支配的になってくる。つまり一つの気

質のあらわれ方が強くなってくると気質のタイ

プが決まるということになる。

シュタイナー教育では「子どもの中にある気

質をその成長の中で見てあげないと子どもが苦

しむことになるJ. といわれるほど，子どもの

気質を見分けることを大切にしている。生まれ

:f.¥'った気質を，全体のバランスがよくなるよう

周りの人が援助したり，自己教育して成長して

いくことをシュタイナー教育でもアントロポゾ

フィー看ー護で、も大切にしている。

そして.大人に成長するということはそれら

の全体のバランスを良くすることでもある。し

かし大人になって自己教育しでもなお.完全

なバランスを保てる人間はほとんどいないので，

誰でも偏った気質をもっていることを認識し

それぞれの気質の特徴をよくつかみ.仏，iってい

る気質を他の気質と調和させていく努力を続け

ていくことが大切でLある。偏っている気質が社

会生活の中のテンポと合わず，バランスが崩れ，

健康に支障をきたすこともある。

四つの気質タイプ分類をする時にアントロボ

ゾフイーで特に大事にすることは，基本的に結

びついていることは何かということである。そ

こにある「四大元素」は.地球の成りff.ちから

も「地二今水二今風コ火」の!11ft番に生じる。気質も

そういう順番で生じると考えられる。

気質とは，そこに現われる〈気の性格》の方

向性のことである。そこで行われている事，そ

の場の気質に影響された方向性を持つ。地の気

質の中で「物質が構成され」水の気質の中で

「反応が起こり J風の気質の中で「情報が交換

され」火の気質の中で「自己が主張されるjと

する(表4参!日¥)。

5.気質タイプ分類の目的と応用

(1) コーチングでの気質タイプ分類の目的と応

用

コミュニケーションとは同じ， もしくは追う

気質タイプの人たちが複数で行うものであるり

そして.コミュニケーションが上手くいかない

時，気質タイプによる一定の傾向が原因のーっ

としてあげられる。その違いを認識しより上

手くいくための手法を考えていくことが大切に

なる。あるタイプとあるタイプにはすれ違いが

起こりやすくなる。

例えば，主導タイプと安定タイプは，親分JJJL

で物事をとかく一人で決めがちな主導タイプに

対し協調性を大切にする安定タイプは不満を

抱えてしまう傾向にある。細かいことをあまり

気にしない行動タイプの発想や言動は.データ

重視の慎重タイプにとっては苦手と感じること

が多い。そういったタイプ別に起こりやすいト

ラブルをあらかじめ知っておくと.効果的なコ

ミュニケーションの取り方が変わってくる。

そのための手法をコーチングではよく図など

で実際に実行しやすいように表現しようとして

いる(図2参m¥)。

医療関係者の職員教育の場面で，相手のタイ

表4. [アントロポゾフィー看護]気質成立Jllfiでの元素・体・色・得意な型・外見の特徴

憂うつ質 粘液質 多血質 胆汁質

元素 地 水 }!f¥¥ 火

体 物質体 生命体 感党{本 自覚体

色 育(補色はオレンジ色) 緑(おIi色は赤) 黄(補色は紫) 赤(補色は緑)

得意
誠実であること、堅実 おだやかでγ{ゆ、にして 想像力豊かで多くの 目的思考型の出力

の型 さ、他人を深く思いやる し、ること。大好きなこと アイディアをもっこ

こと を成し遂げる持続力 と
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~よくやって〈れてありがとうa なとねぎらい
の冨葉をかけたり、感樹のQ待ちを伝える

・結集だけではなく過程もほめる

図2. [コーチ ング]各タイプの特徴とそれを踏まえたアプローチ法

プに応じて仕事の任せ方，教育 ・指導方法な

どに工夫を凝らすことで仕事のレベルア ップが

期待できることもある。コーチングでは職場全

体にこの方法が浸透していれば，お互いに個性

を認め.足りないところを補い合う 理想的な職

場となる，と いう 。

コーチングはビジネスの分野で活発に用いら

れている。その場その;場でのコミ ュニケー ショ

ンが上手くいくかどうかがビジネス全体が上手

くいくかどうかに直接関係してくる。すぐに目

に見える結果が出せることが現在のビジネスの

分野では重要視される ことが多い。そして.こ

の考え方を基本としてコ ーチングは医療や教育

の分野にも広がった。

その手法は，例えば，医療費削減を目楳とし，

メタボリツクシンドローム改善のために保健指

導を行うという ，一つの方向を考え目標を決め，

その目標への到達のために気質タイプを用いる，

という方法に合致している。

気質タイプの研究として，松本ら (2006)3)

は医療の職場へのコーチング導入による役割の

自覚によりタイプが変化したことを述べている。

それによりコミュニケーション能力の向上・マ

ネージメン 卜の向上へとつながると している。

スタッフ全員にタ イプ分けを行うことで自分の

特徴を理解し向上させ，お互いの接し方にも役

立てる こと ができる。ヒヤリングの際タイプに

あったコーチングを行うことでスタッフの能力

を引き出すことができると考察 している。

看護の分野に限定されたコーチングの論文は

少なく，吉田 (2009)4)は，コーチングを学ん

だ病棟師長の実践と係長に与えた影響を研究し

た。活用した技術としてあげられたのは傾聴 ・

承認 ・私メ ッセージ ・質問であり， <傾聴への

姿勢〉や実践した結果から 《手応えの自己知

覚〉を得ている。「自分への気づき 」は 「自分

自身の変化」をも たらし次のステ ップとして

〈自分自身への課題》を見つける手掛かりを得

ていた，と結論づけているが，この論文の中で

は具体的なタイプ分けの利用方法は述べられて

いない。

(2) アントロポゾフィー看護での気質タイプ分

類の目的と応用

① コーチングとの類似点と相違点
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アントロポゾフイー看護の四つの気質タイ

プ分類のコミュニケーションでの目的部分は

コーチングの場合と類似している。

アントロポゾフイー看護での特徴は， JlY 
つの気質をコミュニケーションだけではな

く，人間や社会や自然全体の健康や病気・成

長等ホリスティックにかかわるものであると

しているところにある。人や自然や社会など

全てのものを観る際に重要な基礎的観方につ

ながるとしている。気質タイプ分類法は，看

護の分野だけでなく子育て，教育分野でも大

きな位置をしめ，その根本から理解すること

が重視される。根本から理解すると.表而上

の Howtoだけでなく，それぞれの個性に合

わせた具体的な方法が自ずとわかってくる。

自分や子どもや周囲の人との健康のためにも.

生まれ持った気質を，コントロールし全体の

バランスがよくなるよう成長していくことを

一番の目的とする。そこでの結果はすぐには

見えてこないことが多い。

大人になっても偏っている気質が社会生活

の中のテンポと合わない状態が長期間続くと.

バランスが崩れてきて.それが病気につなが

る。気質のバランスと社会生活でのテンポを

意識するだけで自分の健康を取り戻せるよう

になることもある。

人それぞれが日常生活を送るとき，ふさわ

しいときにふさわしい気質でふるまうことが

できるようになることが大切で，看護師自身.

また看護の仕事としても，そうできるように

援助する。つまり，アントロポゾフイー看護

ではその根本的なところから理解しよりホ

リスティックにとらえることにより種々な分

野のケアに応用できるようにすることを重視

している。そのため，気質タイプの特徴をい

ろいろな形で表現する。例えば気質タイプが

表 5，[アントロポゾフィー看護]気質タイプが似り過ぎた場合の危険性

危険
胆汁質 多血質 憂うつ質 粘液質

性

短気、 落ち着きのなさ 意気消沈 1!¥W，J心
かんしゃくもち

大 暴力 精神の鉛乱 うつ病 無気力

Imi十質は理性を失い、 自分をコントロールし 憂うつ質が偏ると、自分の 粘液質が偏ると、いつま

怒りを爆発させてし にくく、印象にjie右され 内面に立ちのぼる暗い気 でもただのんびりして、

まうことがある。怒っ やすい。多[f[L質が柿i蛾iに 分を乗り越えられなくな 周りの事に{可も興味を

ている最中の胆汁質 なると、何にでも問小L、を る可能性がある。憂うつ質 持てなくなってしま泊、

を止めることはでき もち、すぐに新しいもの の人は、内側へ向カ巾、やす もしれない。その無関心

全 ない。 IJ旦汁質の爆発は に飛びっくものの三日 く、常に深く考え、i'1分の がひどくなると無気力

体 昨日:Jと共に落ち着く。 ぼうずで、しかけたもの 事に悶執しやすいので、い に11((1ることもある。しカ、

的
そして、自分の行為を を長後までやり遂げず つも自分が犠牲者になっ し、食べる事への興味は

後悔して、謝りたいと 放り山してしまう。全く たような気がして、 l人で なくならず、危険性が培
な 思う。しかし、翌日に F存ち平fきがなく、いつも 傷ついてしまうこともあ えるにしたがって、食べ

危 は爆発したこともす そわそわ移り気になる。 る。すべてを否定的に捉 るli¥も増えていく傾向

険 つ泊、り忘れてしまっ 本当に理解し、心から支 え、悲観的になりやすくな がある。その結果太り過

性
ていることもある。1Je_ え、現実感を取り戻せる ったり、何をしてもまわり ぎてしまい、今度はその

f卜質の人は人間関係 ように、腕身になって手 から責められるような気 体型のために余計に「無

で問題を起こしやす 助けしてくオ1る人が似IJ がして、すぐに自分の殻に IM.J心Jr無気力Jに陥っ

いということを自覚 にいなし、以合、心のより 閉じこもってしまったり たりして 深刻な悪循

しておく必要がある。 どころを失い、日常生活 もする。 環が生じてしまう可能

が送れなくなる危険が 位:もある。

ある。
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偏り過ぎた場合の危険性について考えること

もある(表5参照)。

② 気質タイプ別のコミュニケーションの傾向

コーチングでも気質タイプ別のコミュニケ

ーションの傾向について詳細に述べている。

このこともアントロポゾフィー看護と似てい

る。アントロポゾフィー看護での具体的な方

法についてはあまり知られていないので，表

6にまとめておく。コミュニケーションツー

ルとしての特徴だけではなく.健康教育的配

慮や違う気質問士が気づきあうべきことなど

を含めて考えられる(表6参照)。

③ 小児看護，母性看護，保健指導への応用

アントロポゾフイー看護に用いられる四つ

の気質タイプはシュタイナー教育でも用いら

れている5)。子どもの特徴，親子関係，教師

と子ども関係，親同士の関係について考えら

れたその内容は，小児看護・母性看護・保健

指導にも応用できるであろう(表7参照)。

6.考察

コーチングでの四つの気質タイプ分類とアン

トロポゾフィー看護での四つの気質タイプ分類

を比較すると，基本的な分け方は非常に似てい

る。

「主導タイプJI行動タイプJI慎重タイプ」

「安定タイプ」の四つの気質.または， Iコント

ローラーJIプロモーターJIアナライザー」

「サポーター」の四つの気質の特徴は，アント

ロポゾフイー看護でいわれる， I胆汁質JI多血

質JI憂うつ質JI粘液質」の四つの気質の特徴

と非常に近いものである。

たった四つの気質だけで人を分けてしまうの

ではなく，それらの要素は全てそれぞれの中に

あるが，その中でどの要素が強いかを観る。人

の自主性を重んじ.一方的に答えを押しつける

のではなく，自発的な行動を促すという考え方

もコーチングもアントロポゾフイー看護でも同

様である。

大きな違いは，コーチングでは四つの気質タ

イプ分類を単なるコミュニケーションのツール

として見ており，その結果を短期間の目に見え

るところに求めているが，アントロポゾフイー

看護では.コミュニケーションだけでなく，人

間や社会や自然全体の健康や病気，成長等人間

全体にホリスティックにかかわるものであると

みており，その結果は必ずしも短期間に限に見

えるところに現れることを求めているわけでは

ない。より長期的な視野で見ており.その結果

は眼に見えないところに現れることもある，と

いう考え方にある。

コーチングでは.気質の概念の理解と，その

具体的な対処法をマスターすることを求めるが，

アントロポゾフイー看護ではもっと根本的なと

ころから理解し考えることを求める。アント

ロポゾフィー看護での四つの気質分類は，人と

人とのコミュニケーションだけではなく，自然

や社会や健康や病気にまで関係しているという

ことをよりホリスティックにとらえることによ

り，いろいろな分野にも応用できる可能性をも

-つ。

7. おわりに

コーチングがコミュニケーションをより良く

する方法のーっとして医療の分野にも活かせる

ようになってきてはいるが，まだ充分に活かし

切れているとは言い難い。それは，医療の現場

はコミュニケーションだけの問題ではなく.い

ろいろな問題を抱え，日々忙しく動かざるを得

ないため，コミュニケーションの問題だけに多

くの労力を費やしているわけにはいかない. と

いう実際的な問題があるのではないかと考えら

れる。

コーチングでの四つの気質タイプ分類が，ア

ントロポゾフィー看護での四つの気質タイプ分

類とも共通していることが多く，さらにそれが，

健康教育，予防医学，ケア，母性看護，小児看

護等いろいろな分野にも役立つものであるとわ

かれば.その重要性が再認識される可能性もあ

る。
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アントロポゾフィー看護の研究はまだ少ない。

アントロポゾフイー看護には.気質タイプ分類

の他にも現在の看護・健康教育等をさらに発展

させることができるであろう可能性が秘められ

ている。研究を進めることにより，この重要性

への理解が深まるであろう。そのためには.さ

らなる研錆が必要である。
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表6. [アントロポゾフィー看護}気質タイプ別コミュニケーションの傾向
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胆汁質は 多l仇質の相|胆汁質、憂うつ質とも、

手の愉快で朗ら均、な所|互いの長所は知ってい

が 大好きになるであ|るが、憂うつ質はつい、

ろう。しかし、最後まで|胆汁質を批判したり、問

責任を持って物事に取|題点を折摘したりして、

り組む!I旦汁質は、多血質|胆汁質の怒りの爆発を

の長続きせず、いつも途|招いてしまうことがあ

中で放り出してしまう|る。胆汁質が怒りを爆発

所には我慢できなくな|させると憂うつ質は深

ることもある。 Iく傷つく。

胆汁質の人は自分と正

反対の粘液質の人の性

格が理解できず、自分と

同じようにすばやく行

動させようとして急か

したり、罵ったりするこ

とがある。胆汁質の人は

粘液質の人の特徴を理

解し、自分の爆発を折lえ

ることが重要。

多血質は、胆汁質の相手|多血質と多血質は、出会|憂うつ質と多血質は正|粘液質の人と多血質の

-1<.1 を、自分にはない魅力を|った瞬間にひかれあい、|反対の気質であるが、 |人とは、良い相手とな

二lもっていると感心してい|お互い相手がする事は|互いの長所を認め合う|ることが多い。ただ、

なlる。うまくその場を切り|何でも興味を持つこと|と、意外なほどうまく|多血質の人は自分と同

たl抜けたり、避難したり、 |が多い。楽しく、賑やか|し、く。憂うつ質は多血|じように色々なものに

がl胆汁質の機嫌をとったり|に過ごすことができる|質の社交的な部分に魅|興味を持ち、一緒に出

多|することができる。相手|が、お互いの多血質的な|カを感じている。しか|掛けることに応じよう

血|の爆発が自分に及んでも|傾向が、さらに強まって|し、一緒に出掛け、多|としない粘液質の人に

l あまりショックは受けな|しまう危険がある。多Ifn.1血質が他の人と親しく|がっかりしてしまうこ

質lぃ。多血質は胆汁質に対|質どうしが学ばなけれ|している所をみると辛|ともある。粘液質の人

のlして愛をもった存在であ|ばならないことは、どん|くなる。多血質と憂う|が興味を持てるように

場lる。 Iなことでも徹底して最|つ質はお互い自由な時|働きかけ、一緒に体験

後までやり過す持続力|問を持ちながら付き合|できるようにするとよ
A 
口

を身につけることであ

る。

うとよし、。 し、。

胆汁質、憂うつ質とも、 |憂うつ質と多 IflL質は正|憂うつ質どうしの車Ilみ|憂うつ質と粘液質は、他

互いの長所は知っている|反対であるために、自分|合わせは、お互い注意深|の気質との組み合わせ

あlが、憂うつ質はつい、胆|に持っていない而を持|く相手を観察し、興味方;I稼、極端な違いがなく、

なl汁質を批判したり、問題|っているということで、|一致していれば協力し、|穏やかな関係が築ける。

た|点を指摘したりして、月旦|互いの長所を認め合う|それ以外は干渉しない。|しかし、憂うつ質の人が

ず|汁質の爆発を招いてしま|と、意外なほどうまくい|それでも、長い間付き合|粘液質の人の嫌な所を
ミ I I I I 

lう。その結果、憂うつ質|く。しかし、憂うつ質の|うと、自分の欠点を鏡映|細かく注意し、不平不満

憂卜±胆汁質から怒鳴られ、 |人はつい、多血質の人の|しの状態で相手から突|ばかり言うと、粘液質の

うl罵倒される。胆汁質は自|し、いかげんな部分を批|き付けられるようにな|人はうんざりし、無関

っl分の言ったことを深く反|判したり、 11¥1題点を指摘|る。自分でも薄々その欠|心、無気力になったり、

質l省したり、すっかり忘れ|したりしてしまいがち|点が分かっていても、絶|欲求不満に陥り、食べる

lてしまったりするが、憂|で、そうすると、多血質|対認めようとせず、逆に|ことに逃避するように

の|うつ質はいわれた言葉に|の人はそれを苦痛に感 lお互いを批判し合うよ|なるかもしれない。憂う

場lよって、深く傷ついてし|じる。その結果、多血質|うにさえなり、お互いに|つ質の人は粘液質の人

合lまう。憂うつ質は胆汁質|の人は自分を認めてく|深く傷つき、同情しえず|に歩みよるようにして、

が爆発することを心に留|れる他の人を探すこと|に、その後は犬猿のやl'に|世界に対する興味を引

めておくとよい。 Iになるかもしれない。 Iなってしまうこともあ|き出すように働きかけ

る。 るとよし、。
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粘液質はlIil汁質と正反対 穏やかで落ち着いた粘 憂うつ質と粘液質は、他 粘液質どうしの組み介

あ であるために、自分にも i夜質は、多恥質にとって の気質との組み合わせ わせは、 2人とも穏や治、

な つてない商をもっている は安らげる相手である。 程、極端な違いがなく、 な性格で喧嘩もなく、優

た ということで、胆汁質か お互い干渉も批判lもし 穏やかな関係が築ける。 しい関係を築いていけ

古宮 ら好かれる気質である。 ない寛符さを持ってい 憂うつ質、粘液質とも、 る。しかし、お互い受身

粘 胆汁質の爆発にも慣れて る。粘i佼.質は多rflL質が輿 よく動くタイプではな で何に対しでも興味を

液 しまい、感情的に振舞わ 味を持っていることに いので、一緒に散歩をし 示さない状態が加速度

質 ないのが、粘液質だが、 できるだけ付き介い、一 たりスポーツを楽しん 的に増す危険がある。お

の そのことでも胆汁質の反 緒に体験するとよい。 だりすると調和のとれ 互いに興味の幅を広げ、

場 発を招くことがある。 た関係がつくれる。 健康的な食生活と日々

E口L の運動を心がけるよう

にするとよい。
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表7. [アントロポゾフィー看護]気質タイプ別子どもの特徴・子どもへの接し方や大人が特に注意す

べきこと

胆汁質 多血質 憂うつ質 粘液質

胆汁質の子どもには 多血質の子どもは、まわ 憂うつ質の子どもは、者 粘液質の子どもは、物には

競争、ライノtノレは心の りの環境があまりに退屈 しむ事のできる能力を持 興味を持ちにくいが、人に

糧になる。個人の価値 でさえなければ、いつも っている。その苦しみは は興味を持ちやすい。他の

を尊重することが重 楽しく過ごすことがで 彼の奥深くにあり、取り 人々と、できるかぎり数多

要。子どものやってい き、すくすくと成長して 除く事はできない。自分 し、興味を共に体験するこ

ることに注目し、関心 し、く。気まずい雰開気、 の悩みに縛られて、自分 とによって、粘液質の子ど

を示すことが大切。困 怒り、憎しみ、暴力、争 で自分を動けなくしてし もは、教育されてし、く。ま

難が必要で、簡単な課 いは、多血質の子どもの まうことがある。安易な わりの子ども達が持って

題を与えると自信過剰 生き生きとした生命力を 励ましの言葉はプラスに いる興味に対して興味を
子

になってしまう。その 損なう可能性が高くな は働かず、却って、苦し 示すようになり、まるで奇
ど 子どもが尊敬する大人 る。充分体を動かすこと みが深まってしまうこと 跡でも起きるように、他の

も がし、ることが必要で、 ができ、ほがらかになれ もある。憂うつ質の子ど 子ども達が持っている興

の
それで・自制が働く。 ijjj_ る状況は多血質の子ど もの苦しみに耳を{頃け、 l味が、粘液質の子どもの輿

特
f十質の子どもはエネル もたちにとってはとって 理解し、その苦しみから l味を引き出し、目覚めさせ

ギーをもてあましてい も良い状況となる。 脱け出す手助けをすると ることもあるロ粘液質の子
徴 る。一緒に怒りとして 掛け算と相性が合う。 良い。憂うつ質の子が他 どもには、多くの遊び友達

エネルギーを爆発させ J及う楽器は木管楽器がよ の子どもを助けられるよ がいると良い。

るのではなく、そのエ い。メロディ体験をさせ うになると、自分の殻に 足し算と相性が介う。

ネルギーを適切に発散 ることも良い。 閉じこもって悩んで、いる ピアノによる和背や金管

させられる方向に導い 状態カ、ら解放される。 楽器の体験がよい。

てあげるとよい。 引き算と校l性が合う。

割り算と相性が合う。 弦楽総の体験をさせると

扱う楽器は打楽器がよ 良い。

し、。

子どものやっているこ 多nll質の子どもには誰か 憂うつ質の子どもは、心 粘液質の子どもはのんび

とに注目し、関心を示 への愛が必要。誰泊、への 身のl援均、さを必要として りし過ぎるところがある

すことが大切。簡単な 愛という回り道をして、 いる。大人は人生の苦悩 ので、時にはのんびりした

課題を与えると自信過 長続きする興味が多Ifn.質 を背負う人間として、み 心地よい状態がいつまで

剰になってしまうの の子どもに現れる。愛が ずからの苦しみへの対処 も続かないようにし、のん

で、少しハード‘ルの高 魔法の力となる。多IfIl質 を、その子に言吾るように びりしていられない状況

し、課題を与えることが の子どもに愛を目覚めさ するとよい。大人が辛い を作り、自分から何かをし

必要。その子どもが尊 せるために、いろいろな 試練の経験に基づいて、 ないといけないようにし

敬する大人がいること ことを行うことが大切。 行動したり話したりして むける工夫が必要な時も

が必要で、それで自制 ，jj主か大切な人のためにつ いることを分からせてあ ある。日々の生活の中に新

子 が働く。一緒に胆汁質 くしたいと思う事によっ げると良い。人生の苦し しい変化を加え、新たな状

どになり、自己コントロ て、自分から興味を見出 みを乗り越え、立派に生 況を作るようにするとよ

ールをき方、せ、真剣に すことができるように手 活している大人がいる事 し、
も 打ち込める何かをもっ 助けする。すると、その を知る体験は憂うつ質の 一緒に遊ぶ時に、少しテン
J、、 ていることを示すとよ 後ゆっくりと恨気強さを 子どもには何ものにも泊、 ポを早めていくことが必要

の い。子どもに対して、 身につけていくようにな えがたい恵みである。 となる時もある。心の中で

接
大人はいろいろなこと る。 お話も悲話を選ぶなど、 はその子を強く意識しなが

ができること、そして、 特に関心を持った 1つの その子が持っている苦痛 らも、その子自身には、無

し互いにそれを認め合う 事に変化をつけながら、 を外的な生活のな方通で適 関心なふりをし、物事に輿
方 姿を見せるとよい。 それが持続できるように 切に体験させて、方向を 味を持つようにさせる工夫

胆汁質の子どもはエネ する。または、子どもが 変えるようにするとよ をすることが効果的なこと
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ルギーをもてあまして 興味を持つ、様々なもの い。憂うつ質の子どもを もある。朝はできるだけ早

し、るが一緒に怒りとし を与え、そしてそれを取 娯楽で楽しませようとす く起こすようにして、ゆっ

てエネルギーを爆発さ り上げて、子どもが再び ると失敗してしまう方、も くり準備ができるようにし

せるのではなく、その 欲しがるようにする。そ しれない。脊痛を全くな てあげると良い。早朝の手

エネルギーを適切に発 して、改めて与える。 lel くしてしまうと、 Il1rし、気 伝いをするのもよい。

散させられる方向に導 分泊、ら欲しがるというこ 分、内1(liの背術が硬化し

く。労力が必要な課題 とが重要。これを続ける てしまうことがあるか

を与えたりすると良 うちに、何方、一つのもの ら。

し、 に集中できるようにする

とよし、。

胆汁質 多血質 憂うつ質 粘液質

親・教師が胆汁質に偏 大人が多血質すぎる J:s 大人が憂うつ質すぎる場 大人が粘液質すぎる場合、
大 っている場合、子ども 合、その周りにいる子ど 合、子どもとの関係を築 子どもにおおらヵ、に接す

人 は血液循潔に障害をき もは方向が定まりにくく くことができにくくな ることができる半而、無関

〆、、 たすことがある。 なり、意志・忍耐力を5rti り、子どもは感情が抑圧 心と思われる行動となる

の
子どもを驚かせるよう くもつことが難しく、汀{ され、その結果として子 ことがある。

な言語坊を繰り返すと、 力が減少してくる可能性 どもの心が冷えてしまい
注 子どもは不安になり、 がある。 呼吸器や，心臓を病む事が

意 虐げられていると感じ ある。

る。
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